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この調査は今まで累積された地震記録を統計的にとりまとめ，割I!路がいかなる地震について記録

するか，また，地震記象はどう分類されるかを調べ，これによって震源の緊急決定の一助とするこ

と，験測の参考資料とすること，さらに釧路において記録する地震の特性をみつけ，将来，初動分

布との関係，異常震域についての調査の基礎資料.とすることを目的とした.

~ 1. 釧路において記録される地震とされない地震り

当所は岩盤上の盛土の上l乙設置されている(地震計台は岩盤まで達しておらず groundnoiseが‘

かなり混入してくる).地震計に地震を感じるか感じないかは，土地が均質であるとすれば，その地

震の規模と震央距離などによって決まってくるもので，ここでは，当所において記録された地震と

されなかった地震について，地域別，深さ別にわけ，地震計に感じる限界を調べた.調査資料は，

1948年 1月"，1953年 8月間の気象要覧・地震月報所載の『おもな地震』を用いた (1949年 10"'12月，

1952年 3月4日付11日は欠). 使用地震計は緑明製簡単微動計で，倍率的，間有周期 4:t:0.3秒，

摩擦値 O.1"，0. 3 mm，制振度 5:t:1である. まず，はじめは，当所で感じた地震と感じなかった地

震とを，その地震の最大有感半径 R を縦軸に，震央距離ムを横軸にとって，各地震をプロット

し関係をみることにした.地震を震源の深さ 100km以下の浅発地震と， 100 ktp.以上の深発地震と

.にわけ，浅発地震については， (a)釧路沖(十勝沖・ノサップ沖・ ~JI[路内陸部を含む)， (b)浦河

沖(尻屋崎北東沖・津軽海峡・北海道西部を含む)， (c)三陸沖以南， (d)千島，カムチャッカ方面
勺~~t-t

の四地区にわけ，また，深発地震については，本邦全般，およびその近接地を一括して調査した.

1) 浅発地震について (Fig.1※，....，Fig.4参照)

(a)釧路沖の地震 資料として『おもな地震』をとったので，これに該当する地震はほとんどす

べて有感であっで，記録の有無の限界線は引けない.震度Iについての限界線は直線によって区別

骨 S.Amemiya: Investigation on the Earth，quakes Recorded at Kushiro， Hokkaido. (Reαived 
Sept. 8， 1956) . 

** Kushiro Weathe:r Station .(釧路測候所). 

1) 関 彰:松代て官己象される地震とされない地震，験震時報 17，No.3. 

※ 図中符号@震度III，0震度IT，A 震度1，ム震度0，X 無記録
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168 験震時報 21巻 4号

Rkm 

• -.・• 企

される.また，震度rr.mについては， Fig.1，のよ

うな曲線によって限界されるi、乙の方面の地震は有

感が多いことが特徴である.
700 

• (b)浦河沖の地震 この万面の地震の感じ方の減
¥ 

500 
• • • a‘ 

衰の傾向は釧路沖のものと似ているがy 震度Iの限界

線は釧路沖の震度Eのものと似ており〉‘震度Eの限

界線は釧路沖の震度EとEとの中間に位置している.

これは浦河沖の弛震が， ~Il路においては感じ難いこ

とを表わし，日高山脈・襟裳岬を境にして，地殻に

なんらかの異常があることが考えられる(重力異常

分布のほうからもこれが認められている)2). 

4 

(e)三陸沖以南の地震 この方面の記録される地

震は，R200km以主のものはム.600kmくらいま
O 100 500 

ム km
300 

Fig. 1. 留11路沖における R とムの関係 でほとんど感じており，それからムがますにつれて

除々に感じなくなっている.震度工の限界線は釧路沖のものよりやや感じが悪いが，傾向はかなり

似ており，震度Eの限界線は浦河沖のものに似ている.

(d)千島・カムチャ vカ方面の地震地震を感じてい

る限界線は，ほとんど直線で、表わされ，'R250kmの地

震でム 2400kmくらいまで感じている震度Iのもの

も，だいたい直線で限界されるが，規模がかなり大きく

なければ，有感地震とはならない(この方面の地震は規模

の大きな割に有感の地点が少なくー震央付近の資料不足

.にもよる←有感地点の資料のない場合は宇津氏の方法り

によって R を推定した.
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以上浅発地震について考察すると，当所では釧路沖の

地震がいちばんよく感じ，これに比して浦河沖方面の地

震は感じ難く， さらに，襟裳岬の東側と西側の地震で

は， 東側の地震のほうが西側の地震よりよく感じ， ま Fig.2. 浦河沖における R よムの関係

た感じ方の減衰の度合ち東側のほうが少ないことが認められる.

2) 坪井忠二他;重力測定と地質構造，科学"Sept. 1954. 

3) 宇津徳治:余震のエネJレギーと頻度について，験震時報'18，No..2， 67. 
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Fig'. 3. 三陸沖以南における R とムの関係
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千島・カムチャッカ方面における R とムの関係
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2) 深発地震について • 
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〉ぜ

地震を感じている限界線は図示のような曲線で表わされ RI000~m でム 2200km までぐらい

感じている.感じている限界は，浅発地震にくらべ特に感じ方が強い傾向はみいだきれないが，有

感地震の限界線をみると，浅発地震よりもよく感じており，また，感じ方の減衰の度合も少ないこと

が認められるザ図中，点線で固まれた三角形の内部は一応記録される(または，有感地震である)

と考えられる地震であ、りながら，無記録(または，無感地震)ーである. この三角形内に含まれる地

震は北海道西部の地震で，浅発地震においてもこの方面の地震の感じ難いことはさきに示したとお

りである.
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釧路における地震記~ 2." ノE 

。R (100km 

15 

象型の分類4)

地震記象の型は多種多様で

(2)地殻の.

(1) 、あるが，その原因として，

地震の発震機構，

x ð~O 

メ:くγ

(3)震央距離・震

源の深さ・震波線の経路，.(4) 

観測点の地盤などがあげられ

不均一性，
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乙ζ で，・ (4) は一定と考

えちれるので，記象型は(1)， 

記象型の分類方法として，浅発と深発地震に分け，浅発地震については

る.20 
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深発地震についての R とムの関係
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また，深発地震についてはi地域別とせず一括して分類した、

(2)， "(3) 

主として地域別に分類した.

浅発地震の記象型分類 (Fig.7参照)

浅発地震の釧路における記象型Tab. 1. 

1 . 

徴

襟裳岬沖 襟裳岬1東5側sec 30~40 km 、P， Sとも明り£う.

A1 
くらい‘ のことが多 最大動は S初動，または 2--3動に現れる.

襟て浦裳22岬河~西2南5西側se沖c(主)くとし い 全体として短周期の波卓越.

記象は簡単明りJ:.'5で近い地震としては減衰

一1襟裳岬沖

40--60 km 全体として A1型に類似. 
事11 A/ 東よ方び尻沖屋崎 A1型と同じ 円".乙とが多 p明り波主振う幅に漸異増なしるて4いき，P とS波の周期が

尻屋崎東方25沖--30 
sec 

P，Sとも明りょうで紡すい型にはなっていなL
a路 . 

三陸沖 38--42 secくらい 40，...;.，60 km P， Sとも明り主う.
、 のζとが多

P60 波s田接幅の間ほ短とん周ま期どま同波やのじや大混長入き周さし期，たSの，初や波動がや後長尾5部周0--A2 
、

L" 
以i

h 

ので波続現くれ，その 期ま

西
全体として減衰ゆるやか.

金華山沖 60 sec前後 20--40 km 全体として A2型に類似.

Ai.' 
のことが多

Pなり波長はい周.期・振幅とも漸増する .S波周期か
ーの

L 、

P変化明でり検t出うさ，れSるや)や.不明り、主う (Sは周期の

特の型象記"-c: 深P--S 央震|分類型|

Jan. 1935--Aug. 1952までの 370例を使用した.
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釧路における地震についてのー，ニの調査一一雨宮 171 

|分類型|震 央| P---S |深さ| 記象型の特徴

襟~裳浦岬河南南西沖沖
21 sec前後 |諮浅L lL…れ( ので

-IP明り zう.s不明り主う.

福島県~東鹿方島灘沖
1 m 15 sec---l m 30 sec 20---30 km 全体としらてりA長2・LAU型に類似するが，P.-.，;S 

のことが多 がこれよ 、-
C L 、

P， S.とも明り主う.震
P初越動止り 3分くらいから表面波らしいもの
卓

振動時間長い.

S~ 問の野銚(が主川岬子付き・とF吉沖近いし野以)ての南J.!熊Iも・
2m---2 m 15 sec P， Sとも不明りょう.周期はと、も・1乙長い.

1 

釧岸南付近路沖沖沖の・根沿・室厚岸
10--15 sec 3の0--こ5と0がk多m 明もっりと主うも簡.単明り主う .P， S主もきわめて

L、
周期 P，Sともきわめて短い.Dl 

毎日
沖んな(事いでど1¥路発は)南生ほ西とし

、‘
Sれ初数振動動い後ち急じ激るにし減く大衰全急体激のに振『動ピ時ヅ間』短とい現f

路
最な波大をシ起動ョのすヲ割クE合をと感には人ずな体い大感覚き強な震く，度のき地わ震めてで急も津激

沖. 
根

釧~南路東ノ南サ沖東ヲ沖プ 釧路沖---根10室~沖15 
20--50 km 全体として Dl型に類似.

室 sec の乙とが多 P， S波とも周期は Dl型より長い.L、
沖 D2 ノサップ方

25面--3 
P 波振幅漸増していき Sに至り，急に大と

の o sec なる.

地 P動，後S1と00もse明tりく且らうい.で最起大る動.はS初動--s初

震
尾部に割合長い周期の波卓越.

B2 根エ室ト南東島沖・ 紡すい型の地震
ロフ沖 エhロフ島

45沖~ 50 sec 

!， I鰐根室iト m 1ト山市型K類似 • ことが多い

北警百陸雪部地の震
I2

北山多(脈特海い道)
南記南部日部高

に

15---17 sec D2型に類似.
のことが多
L、

e 

区この別地す域るの地震は記困難象型.は '01，発D生z型回数とほ少とんど同じで，記象型から内陸の地震か，海底の地震かを
B こと また， も

K1 
千島中部 P， Sとも明りヱうで，またとちに周期長い.

ー千島カ
全体の振動時間長く特徴ある型.

方
千島中部 1 m 20sec---2 m P 明りょう.s不明りょうのもの多い.

カ面
ムの .K2 P， S波の周期は K1型よりさらに長い.

て地
生 P， S波とも長周期の波に短周期の波を混入.

ッ震 P波群の車越顕著.
， -

q
d
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21巻 4号

千ヅ、
島カ
・方
カ面
ムの
チ地
ャ震

報

|分類型|震央 p.......S 深 さ| 記象型の特徴

l l 時聞きわめて長いJ
l lP初動後 2--3般に表面波卓越しお振動

KKI千島北部・ 12m......2m叩 sec‘ '1記象型は K2型に類似.
且|カムチヤヅ| ・¥ I

|カ万面 IS初動は K2型よりさらに不明り之、う.

乙の方面の地震は大体中距離地震となるので，一般に長周期の波が卓越することが特徴.
データー不足のため深さ不明のものが多く，規模の小さい地震では相の検出が困難.

時震、験

K2 

172 

これによりー以上浅発地震を地域別に分類したが，

定観測所における記象型は震源の地域によって特徴付

けられることがわかる.さらに，これを一括してみる

と，釧路からほぼ対称の地域に震源を持つ地震の記象

すなわちら:

Di: 11 の五つ

このことは，すでに本多博士りが

示されたように発震機構によろて記象型の分布が決ま

ることを表わしている.

ー深発地震の記象型分類 (Fig.'7参照)

深さ 100km以上の地震を深発地震として調べた.

本邦付近の深発地震帯はエトロフ沖から北上してオホ

型は，類似していることが認められる.

Kx， CA2: K1K2' B1: B2' A1 : D212' 

の型に分類される.

2) 

ーツク海・樺太をへて，、ウラ Uオ付近・‘日本海を通っ

九州南西沖とにあるが，

各記象型の発現地域Fig. 6. 

九州南西部の

徴

1100-200h>'1記象型は E1 と E3 との中筒
減衰は E1型よりはるかにゆるやか.

怜300い Ip~群卓越し的現れるこ似い
ーものが多い

1かなり深い |中距離地震としての特徴がみられる.
P，S波とも周期が長<;尾部には表面波の
ような長周期の波が卓越.

特

八丈島から鳥島付近に至るものと，

深発地震の釧路における記象型Tab: 2. 

p --S.※ 

iエトロフ ウ川|
付近

l日本海北部 ヂ利叫?州榊H仲中
央部.遠州灘至る

八丈島・ j鳥島方面

央

ト

め

る

寸
部
認
た

ベ
中
は
わ

ペ
海
で
に

い
ー
本
南
)

ド
日
以
い

り
・
島
な

島
太
千
れ

千
樺
〈
ら

E2 

E3も

て本州中央部を横断し，

震分類型

E1 

E4 

※ P--Sは震源にまって大主く異なるのでこ〉には掲げない.

本多弘吉:地震波動
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釧路で記録された地震記象型の倒 (Tab. 1， 2参照)
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174 験震時報 21巻 4:号

ものは，データ一本足のためこれは除いた.深発型の特徴としては，P， Sが明りょうで，記象型

が簡単なことである.深発と浅発地震との記象型には，かなり類似のものがあって，区別すること

が困難な場合もあるが，.深発地震では短周期の波が卓越することによって特徴づけられることが多

い.また，この分類では，根本的には記象型に大きな相違はないが，震央距離による記象型の変化

が認められる.また，深発地震では，震央距離が大きいにもかかわらず，有感地震が多<，釧路地

方が異常震域となづていることを示している.

結

釧路における地震にづいて，記録される地震とされない地震について，深さ別，地域別にわけで

‘調べたが，大きな特徴として襟裳岬付近を境にして，その東側と西側の地震では明らかに地震の感

じ方が異なっていることが認められ，また，深発地震では震央距離のかなり大きな地震でも有感の

こ¥とが多く，いわゆる異常震域であることを示している.また，地震記象の型を分類し，震源の地

域によって記象型に特徴があることを示した.しかし，これについては，将来，初動分布との関係・

を求める必要がある.以上，おおざっぱな調査であるが，現業面にいくらかで、も参考になれば幸で

ある.
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